看護婦の食生活の実態：本院病棟看護婦アンケート結果より by 矢形 奈々 et al.
第3群　3～3 看護婦の食生活の実態
本院病棟看護婦アンケート結果より
17階東　○矢形奈々　怒木　小野寺（美）　野澤　木村　服部　内海
　　　　小野寺（ま）山嵜　山本　薄井　加藤（幸）村井　川嶋
　　　　藤本　佐藤　大谷　東條　加藤（智）　高橋　松本
1．はじめに
　17東病棟では、内分泌・代謝性疾患の患者を対象と
し、食事指導を行うことが多い。食事指導に当たって
は、対象者の健康状態や栄養状態、および食生活の実
態、食行動などを総合的に検討の上、対象者のニーズ
と問題の重要度に応じて行う必要があると言われてい
る。しかし、当病棟看護婦の日頃の食生活を振り返っ
てみると、インスタント食品・レトルト食品等の利用
が多く、また食事時間が不規則であるなど、バランス
の良い食生活をしているとは言えない。
　そこで、看護婦全体の食生活の実態を明らかにし、
その結果をもとに、自らの食生活に対する意識づけの
1つとして、アンケート調査を実施したので、その結
果をここに報告する。
皿．研究方法
1．調査期間　平成5年11月5日～11月19日まで
2．対象　全病棟看護婦420名
3．調査方法　質問紙法によるアンケート調査
4．回収率　94％
皿．結果考察
　今回、病棟看護婦を対象に、アンケート調査を行な
った。対象者の約80％が1人暮らしであり、1ヶ月の
食費は、約70％が3～5万円、20％が5万円以上であ
った。
　外食の回数としては、約70％が1週間に1～2回、
20％が3～4回と、思いの他外食が少なかった。
　また、　「女性における肥満ややせの判定図」より平
均体重を打ち出した結果、約60～70％が、普通～やせ
ぎみに該当していた。〈図1＞
　設問6に対しては、約67％が毎日、あるいは、時々
摂ると答えている。〈図ll＞食事内容については、明
らかな解答は得られなかったものの、主食と飲み物で
済ませるという解答が、55．8％であり、設問7に対し
ては、菓子類を主食とするとの解答が2％あった。
　次に、設問8に対しては、　「どちらとも言えない」
という解答が42％を占あていた。
　設問9では、全病棟日勤帯では、おおむね90％が45
分～60分の休憩時間がとれるが、深夜帯では80％、準
夜帯では60％と、病棟差はあるものの、各病棟の勤務
状況により、全体的に休憩時間のとれる割合も少なく
なっている。〈壷皿〉
　食事内容に関しては、図IVのごとく、日勤帯では食
堂、手作りのお弁当が90％を占め、今回の予想に反し、
レトルト食品、インスタント食品の利用は5％程度と
いう結果を得た。
　しかし一方、夜勤帯では約60～70％がコンビニ、ス
ーパー等で、加工食品やレトルト食品等を購入してい
ることがわかった。〈図IV＞
　次に設問11に対しては、全体の約40％があると答え
ている。〈図V＞これは、設問10の中で、鉄の不足を
挙げた人が30％以上いることからも、若い女性に多い
貧血が、鉄欠乏によるものであることが予測できる。
　また、カルシウム不足、ビタミン不足を挙げた人も
それぞれ30％近くいた事により、現在の食生活の中か
らでは、摂取しにくい食品である事がわかる。〈図VI＞
　設問12に対しては、食事時間が不規則であるという
解答が50％を占めた。
　これらの事から
1．標準体重に近い人が60～70％を占める。
2．朝食は、67％が摂取している。
3．レトルト食品、インスタント食品の利用は、朝食
　夜食に多い。
4．検査結果の異常の58％が、貧血である。
5．食生活に対する意識は高い。
6．食事時間が不規則である事を問題淫している。
　等の結果が得られた。
　今後の課題として、不規則な生活の中で健康を維持
していく為には、各自の生活リズムに合った食事の摂
り方を考え、バランス良く摂取する必要がある。
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考えられる方法としては、
1．食事に対する知識を養う。
2．主食、主菜、副菜をそろえて摂る。
3．食事はよくかんで食べる。
4．食べすぎない。飲みすぎない。
5．加工食品には、必ず手作りの料理を加える。
6．不足している食品は意識的に摂る。
7．鉄分の多い肉や魚、緑黄色野菜類、大豆製品等を
十分に摂る。
8．翌朝の食欲の為に、夜食は消化吸収の良い食品を
摂る。
9．栄養補助食品の活用。
等が挙げられる。
皿おわりに
　今回のアンケートの調査により、おおよそではある
が、看護婦の食生活の実態が明らかになり、自らの食
生活に対する意識づけとなった。今後、この結果をも
とに、少しでも私達の食生活の改善が図れたらと考え
る。
　今回アンケート調査実施にあたり、事前の諸条件の
不備もあり、外来看護婦の調査結果を活用させて頂く
ことができず、深くおわび申し上げます。
　また、この原稿をまとめるにあたり、御身導いただ
いた方々、及び各病棟スタッフの皆様に、厚く御礼申
し上げます。
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〈図V＞　成人病検査などで検査の結果異常を
　　　　指摘されたことがありますか？
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〈図VI＞　毎日の食生活の中で
　　　　不足しがちな食品は？（複数回答）
　　　　その他O．　6％　　　糖質0．1％
　乳製品（3．2％）
　　　　　　ビタ諜（鉄32．　6％）
　　　　　　瓢1わ
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〈実施アンケート〉
1．年齢　　　　　　歳
　身長　　　　　㎝
　体重　　　　　　㎏
2．どちらかに○をつけて下さい。
　①病棟勤務　　　　　　　　｝一　（内科系、外科系）
　②外来勤務
3．一人暮らしですか？
　　はい　　　いいえ
4．外食の回数を教えて下さい。
　①ほとんど毎日（週5日以上）外食する。
　②5～6回／週
　③1～2回／週
　　④3～4回／週
　　⑤ほとんどしない
　⑥その他（
5．1ヶ月の食費はどれだけですか？
　①1～2万円／月
　②3～5万円／月
　⑧5万円以上／月
　④その他
　　朝食は取りますか？
）
10．毎日の食生活の中で不足がちな食品は何だと思いま
　　すか？下記より2つ選んで下さい。
　　鉄分・タンパク質・ビタミン・脂質・カルシウム・
　　糖質・乳製品・その他（　　　　　　　　　　）
11．成人病検診などで検査の結果、異常を指摘された事
　　がありますか？
12．今の食生活に満足していない点を挙げて下さい。
　　（2つまで可）
　　①食事時間が不規則である。
　　②疲れて食べる気にならない。
　　⑧食費が高い。（物価が高い）
　　④近くにスーパーなど買い物のできるところがない。
　　⑤現在、ダ仁ット中のため好きなものが食べられない。
　　⑥その他
6．
無論蕪〆1桟鷺箋i
　　　（　　　　　　　　　）
7．主食は何が多いですか？
　①米
　②パン
　⑧麺類
　④菓子類
　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）
8．あなたは食事と睡眠どちらを優先しますか？
　①食事
　②睡眠
　＠（D＋＠
　④①＋②以外
9．病棟勤務の方へ（10月の勤務でお答え下さい。）
日　　　　勤 準　　　　夜 深　　　　夜
勤務回数 回／月 回／月 回／月
休憩時間 時～　　時 時～　　時 時～　　時
一一 一一 一　　　　　　　　　　　　　　　一約　　　分 約　　　分 約　　　分食事内容 〈下記より選択〉 〈下記より選択〉 〈下記より選択〉
①食堂 ①食堂 ①食堂
②手作りのお弁当 ②手作りのお弁当 ②手作りのお弁当
③レトルト食品（インスタントラーメンも含む） ③レトルト食品（インスタントラーメンも含む） ③レトルト食品（インスタントラーメンも含む）
④コンビニ・スーパー等の食品 ④コンビニ・スーパー等の食品 ④コンビニ・スーパー等の食品
⑤その他（　　　　　　　） ⑤その他（　　　　　　　） ⑤その他（　　　　　　　）
御協力ありがとうございました。
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